
就活ハラスメントについて 
就職活動中の学生に対するハラスメントとしては、「就活終われハラスメント」、いわ 
ゆる「オワハラ」がよく知られています。優秀な人材の確保を目的とした企業による 
こうしたハラスメントとともに、就職活動という状況に起因するセクハラの問題も 
顕在化してきており、新聞などでも報道されています。 厚生労働省では、事業主・職 
業紹介事業者に対して、学生の職業選択の自由を侵害する「オワハラ」は行わないよ 
う周知につとめています。 
 
就職活動中のセクハラとしては、採用活動において企業の担当者が学生に対して不適 
切な質問や言動を行うといったものがあります。また、企業による採用活動以外での 
個人的な面談や OB・OG訪問など私的なつながりがセクハラに発展してしまうケース 
もあります。有利な立場を利用して、学生に対して不快な行為を強要するといった悪 
質な事案も報告されています。 
 
就職活動中のセクハラ問題については、企業や大学でも対策が進められており、さま 
ざまな啓発活動も行われています。たとえば厚生労働省では就職活動中やインターン 
シップ中の学生等に対するハラスメントの防止についての情報や相談先をまとめてい 
ます。 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyoukintou/seisaku06/
（参考URL：厚生労働省「求職者等に対するセクシュアルハラスメント関係」） 
 
また、就活セクハラは、弱い立場の就活生に対する卑劣な行為です。以下の内容を意 
識することでセクハラ被害の回避につながります。 
・ 不必要な個人情報を開示しない 
・ 個人的な面談を持つ場合は公的な場所で相手と会い、個室を避ける 
・ 何回か会ってみたが危ないと感じる、会っても有益な情報を得ることができないときは、

会うことを控える 
・ 証拠を残すために会話を録音しておく 


